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JIS

X 4158：2005
XML名前空間

Namespaces in XML

序文　この規格は，1999年1月にWorld Wide Web Consortium(W3C)から公表されたNamespaces in XML勧告を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した規格である。

0.
適用範囲　この規格は，XML名前空間を規定する。XML名前空間は，XML文書の中で使用する要素及び属性の名前を修飾するための単純な方法を提供する。修飾は，URI参照で識別する名前空間と名前とを関連付けることによって行う。

 LISTNUM list1 \l 1  
背景及び概要　複数のソフトウェアモジュールのために定義され使用される要素及び属性 [これを“マーク付け語い(彙)”という。] を，一つの拡張可能なマーク付け言語 (Extensible Markup Language，以下XMLという。)の文書が含む場合を想定する。これを想定する動機の一つは，モジュール性にある。よく理解されたマーク付け語いが存在し，それを扱う有用なソフトウェアが利用可能な場合，このマーク付けを再発明するよりもむしろ再利用するほうがよい。

複数のマーク付け語いを含む文書では，要素型及び属性名の認識，並びにそれらの名前の衝突が問題となる。ソフトウェアモジュールは，他のソフトウェアパッケージ用マーク付けで同じ要素型又は属性名が使われている場合，名前の“衝突”に直面するが，その場合でも，そのモジュールが処理するものとして設計されているタグ及び属性を認識できることが必要である。

こうしたことは，有効範囲が文書を越えて広がる普遍的な名前を，文書の構成要素がもつほうがよいことを示している。この規格では，これを達成するXML名前空間という機構を示す。

XML名前空間とは，URI参照（RFC2396）によって識別され，XML文書の中で要素型及び属性名として使用される名前の集まりとする。XML名前空間は，内部構造をもっており，数学的な集合ではないという点で，計算機分野で慣習的に使用する“名前空間”とは異なる(附属書A参照)。

名前空間を識別するURI参照は，文字ごとに全く同じ場合，同一とみなす。この意味で同一ではないURI参照も，実際には機能的に等価となることがあることに注意されたい。この例として，大文字・小文字だけが違うURI参照，又は異なる実効的基底URIをもつ外部実体の中でのURI参照がある。

空の文字列は，URI参照として正しいが，名前空間名として用いることはできない。

相対URI参照を名前空間宣言に用いることは，同一文書への参照を含め，推奨しない。今後のW3C仕様（W3C勧告などW3Cが発行する仕様）は，その解釈を規定しない。

XML名前空間を使った名前は，修飾された名前として出現してよい。この修飾された名前は，名前を一つの名前空間接頭辞及び一つの局所名に分離するコロンを一つ含んでもよい。URI参照に対応付けられる接頭辞が，名前空間を選択する。普遍的に管理されるURI名前空間と文書自体の名前空間との組合せが，普遍的に一意な識別子を生成する。さらに，接頭辞の有効範囲及び無接頭辞時名前空間のための機構を提供する。

URI参照は，名前には許されない文字を含むことが可能で，直接には名前空間接頭辞として使うことができない。そこで，名前空間接頭辞は，URI参照の代理として機能する。名前空間接頭辞とURI参照との関連を宣言するために，2.以降で示す属性に基づく構文を使用する。この名前空間規定に従うソフトウェアは，これらの宣言及び接頭辞を認識し，それに基づいて動作しなければならない。

 LISTNUM list1 \l 2  
記法及び使用法に関する備考　この規格の生成規則の中の非終端記号の多くは，この規格ではなく，JIS X 4159の中で定義されている。この規格で定義する非終端記号が，XMLの規定で定義する非終端記号と同じ名前をもつ場合，この規格での生成規則は，すべての場合において，XMLの規定の対応する生成規則にマッチする文字列の部分文字列とマッチする。

この規定の生成規則におけるNSCとは，この規定に適合する文書が従わなければならない規則の一つ，“名前空間制約(Namespace Constraint)”のこととする。

例で使用するすべてのドメイン名は，“w3.org”以外は無作為に選ばれたものであって，何らかの意味をもつものとして受け取らないほうがよい。 

 LISTNUM list1 \l 1  
名前空間の宣言　名前空間は，一連の予約済み属性を使って宣言される。それら属性の名前は，xmlnsとするか，又は接頭辞としてxmlns:をもたなければならない。これらの属性は，他のXML属性と同様に，直接に又はデフォルトで提供される。

名前空間宣言用の属性名
[1]   
NSAttName  
::=  
PrefixedAttName




| DefaultAttName

[2]  
PrefixedAttName 
::= 
'xmlns:' NCName 
[NSC: 予約された接頭辞及び名前空間名]

[3]  
DefaultAttName 
::= 
'xmlns'

[4]  
NCName 
::= 
(Letter | '_') (NCNameChar)* 
/* XMLのNameから":"を除いたもの */

[5]  
NCNameChar 
::= 
Letter | Digit | '.' | '-' | '_' | CombiningChar | Extender
URI参照である属性の正規化後の値を，名前空間を識別する名前空間名とする。名前空間名は，その意図する目的を果たすために，一意性及び永続性という特徴をもつことが望ましい。(スキーマが存在する場合に)スキーマ検索のために名前空間名を直接に利用できることは，目標とはしない。これらの目標を念頭におき設計された文法としては，例えば，Uniform Resource Name(URN)（RFC2141）の文法がある。しかし，通常のURLも，これらと同じ目標を達成する方法で管理可能なことには注意したほうがよい。

属性名がPrefixedAttNameにマッチする場合，NCNameは，名前空間接頭辞を与える。この接頭辞は，その宣言が指定されている要素の有効範囲の中の属性値における名前空間名に，要素名及び属性名を関連付けるために使用する。この宣言においては，名前空間名は空であってはならない。

属性名がDefaultAttNameにマッチする場合，その属性値における名前空間名は，宣言が指定されている要素の有効範囲の中の無接頭辞時名前空間の名前空間名とする。これら無接頭辞時名前空間宣言では，属性値は空であってもよい。無接頭辞時名前空間と宣言の上書きとについては，5.で規定する。

名前空間宣言の例を次に示す。この例では，名前空間接頭辞ediを，名前空間名http://ecommerce.org/schemaに関連付けている。

<x xmlns:edi='http://ecommerce.org/schema'>

   <!-- "x"要素及び内容に対して，"edi"接頭辞は，http://ecommerce.org/schemaに束縛される。-->

</x>
名前空間制約：予約された接頭辞及び名前空間名

定義によって，接頭辞XMLは，名前空間名http://www.w3.org/XML/1998/namespaceに束縛されている。この接頭辞は，宣言してもよいが宣言する必要はなく，他の名前空間名に束縛してはならない。この名前空間名に他の接頭辞を束縛してはならない。

接頭辞xmlnsは，名前空間の束縛を宣言するためだけに用いる。この接頭辞は，定義によって，名前空間名http://www.w3.org/2000/xmlns/に束縛されている。この名前空間名に他の接頭辞を束縛してはならない。

三つの文字の列x，m及びl（大文字及び小文字のあらゆる組合せを含む。）で始まる他のどの接頭辞も予約されている。つまり，

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
今後の仕様で定義される場合を除き，利用者は使用しないことが望ましい。

 LISTNUM lista\l 1  )
プロセサは，致命的な誤りとして扱ってはならない。

接頭辞をもつ名前であって，文字x，m及びlで始まるLocalPartをもつものを利用することは，予約されているわけではないが，推奨しない。これらの名前を接頭辞なしに用いた場合には，予約されていることになるからである。

 LISTNUM list1 \l 1  
修飾された名前　この規格に適合するXML文書では，名前(すなわち，非終端子Nameに対応する構成要素)の幾つかを，次に定義する修飾された名前として与えてもよい。

修飾された名前
[6]  
QName 
::= 
(Prefix ':')? LocalPart

[7]  
Prefix 
::= 
NCName

[8]  
LocalPart
::= 
NCName
Prefixは，修飾された名前の名前空間接頭辞の部分を与え，名前空間宣言の中の名前空間URI参照に関連付いていなければならない。LocalPartは，修飾された名前の局所名を与える。

接頭辞は，名前空間名の代わりとして機能するだけであることに注意されたい。文書を越えて有効範囲の広がる名前を構築する場合，応用プログラムは，接頭辞ではなく名前空間名を使うほうがよい。 

 LISTNUM list1 \l 1  
修飾された名前の使用　この規格に適合するXML文書では，要素型は，修飾された名前を用いて，次のとおりに与えられる。

要素型
[9]  
STag 
::= 
'<' QName (S Attribute)* S? '>' 
[NSC: 接頭辞が宣言されていること ]

[10]  
ETag 
::= 
'</' QName S? '>' 


[NSC: 接頭辞が宣言されていること ]

[11]  
EmptyElemTag ::= 
'<' QName (S Attribute)* S? '/>' 
[NSC: 接頭辞が宣言されていること ]

要素型として機能する修飾された名前の例を，次に示す。

<x xmlns:edi='http://ecommerce.org/schema'>

  <!-- 'price'要素の名前空間は，http://ecommerce.org/schemaとする。-->

  <edi:price units='Euro'>32.18</edi:price>

</x>
属性は，名前空間宣言か，又はその属性の名前が修飾された名前として与えられるものとする。

属性
[12]  
Attribute 
::= 
NSAttName Eq AttValue




| QName Eq AttValue 
[ 
NSC: 接頭辞が宣言されていること ]

属性名として機能する修飾された名前の例を次に示す。

<x xmlns:edi='http://ecommerce.org/schema'>

  <!-- 'taxClass'属性の名前空間は，http://ecommerce.org/schemaとする。-->

  <lineItem edi:taxClass="exempt">Baby food</lineItem>

</x>
名前空間制約：接頭辞が宣言されていること

名前空間接頭辞は，それがxml又はxmlnsでない限り，その接頭辞を使用する要素の開始タグ又は先祖要素(すなわち，接頭辞付きのマーク付けがその内容の中に出現する要素)の名前空間宣言の中に宣言されていなければならない。 

この制約は，名前空間宣言属性が，直接にXML文書実体の中ではなく，外部実体の中で宣言されたデフォルト属性を経由して提供される場合に，操作上の困難を生じることがある。それら宣言は，妥当性を検証しないXMLプロセサに基づくソフトウェアでは読めないことがある。XML応用プログラムは，名前空間を利用するものも含めて，妥当性を検証するプロセサを要求できないことが多い。それら応用プログラムでの正しい操作が必要なら，名前空間宣言は，直接に，又はDTDの内部サブセットの中で宣言されたデフォルト属性を経由して，提供しなければならない。

要素型及び属性名は，DTDの中の宣言に出現する場合にも，修飾された名前として与えられる。 

宣言における修飾名
[13]  
doctypedecl 
::= 
'<!DOCTYPE' S QName (S ExternalID)? S? ('[' (markupdecl | PEReference | S)* ']' S?)? '>'

[14]  
elementdecl 
::= 
'<!ELEMENT' S QName S contentspec S? '>'

[15]  
cp 
::= 
(QName | choice | seq) ('?' | '*' | '+')?

[16]  
Mixed 
::= 
'(' S? '#PCDATA' (S? '|' S? QName)* S? ')*'




| '(' S? '#PCDATA' S? ')'

[17]  
AttlistDecl 
::= 
'<!ATTLIST' S QName AttDef* S? '>'

[18]  
AttDef 
::= 
S (QName | NSAttName) S AttType S DefaultDecl
 LISTNUM list1 \l 1  
要素及び属性への名前空間の適用　

 LISTNUM list1 \l 2  
名前空間の有効範囲　名前空間宣言は，それが指定された要素及びその属性に有効であると解釈する。同一のNSAttName部分をもつ他の名前空間宣言によって上書きされない限り，この要素の内容に現れるすべての要素及び属性にも有効であると解釈する。
<?xml version="1.0"?>

<!-- ここでのすべての要素は，HTML名前空間で明示的とする。-->

<html:html xmlns:html='http://www.w3.org/TR/REC-html40'>

  <html:head><html:title>Frobnostication</html:title></html:head>

  <html:body><html:p>Moved to 

    <html:a href='http://frob.com'>here.</html:a></html:p></html:body>

</html:html>
名前空間宣言は，同じNSAttName 部分をもつ他の名前空間宣言によって上書きされない限り，それが指定された要素とその要素の内容の内部にあるすべての要素とに有効であるものとする。

<?xml version="1.0"?>

<!-- both namespace prefixes are available throughout -->

<bk:book xmlns:bk='urn:loc.gov:books'

         xmlns:isbn='urn:ISBN:0-395-36341-6'>

    <bk:title>Cheaper by the Dozen</bk:title>

    <isbn:number>1568491379</isbn:number>

</bk:book>
 LISTNUM list1 \l 2  
接頭辞がないときの名前空間　無接頭辞時名前空間は，それが宣言された要素に有効であると解釈される。他の無接頭辞時名前空間宣言によって上書きされない限り，この要素の内容に現れるすべての要素にも有効であると解釈される。無接頭辞時名前空間宣言におけるURI参照が空の場合，その宣言の有効範囲の中の接頭辞がない要素は，どの名前空間の中にも存在しないものとする。無接頭辞時名前空間は，属性に直接有効ではないことに注意されたい。
<?xml version="1.0"?>

<!-- 要素は，この場合無接頭辞時名前空間であるHTML名前空間に存在する。-->

<html xmlns='http://www.w3.org/TR/REC-html40'>

  <head><title>Frobnostication</title></head>

  <body><p>Moved to 

    <a href='http://frob.com'>here</a>.</p></body>

</html>
<?xml version="1.0"?>

<!-- 接頭辞のない要素型は，"books"から取り込まれる。-->

<book xmlns='urn:loc.gov:books'

      xmlns:isbn='urn:ISBN:0-395-36341-6'>

    <title>Cheaper by the Dozen</title>

    <isbn:number>1568491379</isbn:number>

</book>
名前空間の有効範囲について，もう少し大きな例を次に示す。

<?xml version="1.0"?>

<!-- 初期値としての無接頭辞時名前空間を"books"とする。-->

<book xmlns='urn:loc.gov:books'

      xmlns:isbn='urn:ISBN:0-395-36341-6'>

    <title>Cheaper by the Dozen</title>

    <isbn:number>1568491379</isbn:number>

    <notes>

      <!-- ある注釈のために，無接頭辞時名前空間をHTMLとする。-->

      <p xmlns='urn:w3-org-ns:HTML'>

          This is a <i>funny</i> book!

      </p>

    </notes>

</book>
無接頭辞時名前空間を，空文字列に設定することができる。これは，その宣言の有効範囲の内部では，無接頭辞時名前空間が存在しないことと同じ効果をもつ。

<?xml version='1.0'?>

<Beers>

  <!-- 現在の無接頭辞時名前空間は，HTML。-->

  <table xmlns='http://www.w3.org/TR/REC-html40'>

   <th><td>Name</td><td>Origin</td><td>Description</td></th>

   <tr> 

     <!-- 表のセルの内部では，無接頭辞時名前空間が存在しない。-->

     <td><brandName xmlns="">Huntsman</brandName></td>

     <td><origin xmlns="">Bath， UK</origin></td>

     <td>

       <details xmlns=""><class>Bitter</class><hop>Fuggles</hop>

         <pro>Wonderful hop， light alcohol， good summer beer</pro>

         <con>Fragile; excessive variance pub to pub</con>

       </details>

     </td>

   </tr>

  </table>

</Beers>
 LISTNUM list1 \l 2  
属性の一意性　この規格に適合するXML文書では，どのタグも次に示す二つの属性をもってはならない。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
同一の名前をもつ。　

 LISTNUM lista\l 1  )
同じ局所名と，同一の名前空間名に束縛されている接頭辞とから成る修飾された名前をもつ。　
例えば，次の例では，各bad開始タグは文法に合わない。

<!-- http://www.w3.orgは，n1及びn2に束縛されている。-->

<x xmlns:n1="http://www.w3.org" 

   xmlns:n2="http://www.w3.org" >

  <bad a="1"     a="2" />

  <bad n1:a="1"  n2:a="2" />

</x>
しかし，次は文法に合っている。これは，2番目のgoodタグで，無接頭辞時名前空間は属性名に適用されないことによる。

<!-- http://www.w3.orgがn1に束縛されており，無接頭辞時名前空間でもある。-->

<x xmlns:n1="http://www.w3.org" 

   xmlns="http://www.w3.org" >

  <good a="1"     b="2" />

  <good a="1"     n1:a="2" />

</x>
 LISTNUM list1 \l 1  
文書の適合性　この規格は，XML 1.0文書を扱う。この規格に適合するためには，文書はJIS X 4159に照らして整形式でなければならない。

この規格に適合するXML文書は，要素型及び属性名がQNameのための生成規則にマッチし，すべての名前空間制約を満たさなければならない。文書中の他のトークンは，NCNameについてのこの規格の生成規則にマッチしなければならない。
参考
要素型及び属性名以外のトークンは，XML 1.0の整形式であるために，NameについてXMLの生成規則にマッチすることが要求されている。

この規格に適合する文書は，名前空間について整形式であるとする。

名前空間について整形式の文書では，次のことが成り立つ。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
要素型及び属性名は，0個又は1個のコロンをもつ。

 LISTNUM lista\l 1  )
実体名，PI（処理命令）ターゲット名，記法名は，コロンをもたない。

さらに，名前空間について整形式の文書は，名前空間について妥当であってもよい。

名前空間について整形式の文書は，XML 1.0に基づいて妥当であって，要素型及び属性名以外のトークンがこの規格のNCNameについての生成規則にマッチするとき，名前空間について妥当であるとする。

参考
XMLについて妥当な文書では，要素型及び属性名以外のトークンは，XML規格のNameについての生成規則にマッチすることが要求されている。

名前空間について妥当な文書では，次のことが成り立つ。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
ID型，IDREF(S)型，ENTITY(IES)型及びNOTATION型の属性は，コロンをもたない。

附属書A（参考）　XML名前空間の内部構造

この附属書は，本体及び附属書に関連する事柄を補足するもので，規定の一部ではない。

A.1
従来の名前空間の不十分さ　計算処理分野において，“名前空間”という用語は，慣用的に名前の集合，すなわち重複を含まない集まりを指す。しかし，XMLマーク付けの中で使う名前をこの名前空間として扱うことは，その有用性を著しく損なうことになる。XML文書の中でこれら名前を使用する主な目的は，問合せ用処理系，スタイルシートを参照するレンダリングエンジン，スキーマを参照して妥当性を検証するプロセサなどのソフトウェアモジュールによって，文書の論理的構造の識別を可能とすることにある。次に例を示す。

<section><title>Book-Signing Event</title>

<signing>

  <author title="Mr" name="Vikram Seth" />

  <book title="A Suitable Boy" price="$22.95" /></signing>

<signing>

  <author title="Dr" name="Oliver Sacks" />

  <book title="The Island of the Color-Blind" price="$12.95" /></signing>

</section>
この例では，マーク付けの中にtitleという名前が3回出現し，明らかに名前だけでは，ソフトウェアモジュールが正しい処理を行えるための十分な情報が提供されていない。

他の問題となる領域は，次の例が示すとおり，“大域的”な属性の利用に由来する。この例は，CSSスタイルシートを使って表示されるXML文書の断片である。

<RESERVATION>

 <NAME HTML:CLASS="largeSansSerif">Layman， A</NAME>

 <SEAT CLASS="Y" HTML:CLASS="reallyImportant">33B</SEAT>

 <DEPARTURE>1997-05-24T07:55:00+1</DEPARTURE></RESERVATION>
この場合，CLASS属性は，運賃の基準を示し，"J"，"Y"及び"C"という値をとり，あらゆるセマンティクスのレベルにおいて，HTML:CLASS 属性とは区別される。HTML:CLASSの方は，限定的な要素レパートリをサブクラス化によって克服する手段として，HTMLにおける構文的な豊富さをシミュレートするために用いている。

XML1.0は，“大域的”属性を宣言するための組込みの方法を提供しない。HTMLのCLASS属性などの項目は，その自然言語の記述及びHTML応用プログラムによる解釈だけにおいて大域的となる。しかし，それらの属性は，名前が一意的であるという他とは違う重要な特徴をもち，多様な応用プログラムで共通的に出現する。

A.2
XML名前空間の区画　修飾された名前及び修飾されない名前の両方を，その意図する目的に見合うという点で役立つものとするために，XML名前空間の中に出現する名前を，名前空間の区画という幾つかの共通部分をもたない従来の(すなわち集合構造の)名前空間の一つに属するものとして識別する。ここで，区画は次による。

 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
すべての要素型を含む区画　あるXML名前空間の中の要素型は，すべてこの区画の中に出現する。それぞれは，一意な局所名をもつ。名前空間名と局所名との組合せが，要素型を一意に識別する。

 LISTNUM lista\l 1  )
大域的な属性を含む区画　この区画は，この名前空間の中で大域的なものとして定義される属性すべての名前を含む。大域的な属性に要求されるただ一つの特徴は，その名前が大域的な属性を含む区画において一意的となることとする。この規格では，それら属性の適正な利用法に関して何も示さない。名前空間名と属性名との組合せは，大域的な属性を一意に識別する。

 LISTNUM lista\l 1  )
要素型ごとの区画　すべての要素型を含む区画における型はそれぞれ，その要素のために提供された修飾されない属性の名前が出現する一つの関連付けられた名前空間をもつ。一つの要素上に属性名が重複して出現することは，XML 1.0によって禁止されるので，これは従来の名前空間となる。要素型付き属性名と名前空間名との組合せで，一意に，修飾されない各属性を識別する。

この規格に適合するXML文書では，すべての修飾された(接頭辞付きの)属性の名前は，大域的な属性を含む区画に割り当てられ，すべての修飾されない属性の名前は，適切な要素型ごとの区画に割り当てられる。

A.3
展開された要素型及び属性名　規則を指定し比較を行うときの便宜のために，XML文書のそれぞれの要素型及び属性名に対して，要素構文で表される展開形式を定義する。

展開された要素型は，型ExpETypeの内容をもたないXML要素として表現する。これは，その型のLocalPartを与える一つの必す(須)なtype属性と，要素が修飾されている場合にその名前空間名を与える一つの省略可能なns属性とをもつ。

展開された属性名は，型ExpANameの内容をもたないXML要素として表現する。これは，名前を与える一つの必す(須)なname属性をもつ。属性が大域的である場合には，名前空間名を与える一つの必す(須)なns属性をもつ。大域的でない場合には，属性が指定された要素の型を与える一つの必す(須)なeltype属性と，属性が指定された要素の名前空間名を与える一つの省略可能なelns属性とをもつ（この名前空間名が知られているときに限る）。

前例をもとに若干の変形を行うことによって，展開された要素型及び属性名の動作を示す。次の二つのXML記述例に続けて，それぞれ名前の展開を示す表を与える。

<!-- 1 --> <section xmlns='urn:com:books-r-us'>

<!-- 2 -->   <title>Book-Signing Event</title>

<!-- 3 -->   <signing>

<!-- 4 -->     <author title="Mr" name="Vikram Seth" />

<!-- 5 -->     <book title="A Suitable Boy" price="$22.95" />

             </signing>

           </section>


名前は，次のとおりに展開される。

	行 
	名前 
	展開後 

	1
	section 
	<ExpEType type="section" ns="urn:com:books-r-us" /> 

	2
	title 
	<ExpEType type="title" ns="urn:com:books-r-us" /> 

	3
	signing 
	<ExpEType type="signing" ns="urn:com:books-r-us" /> 

	4
	author 
	<ExpEType type="author" ns="urn:com:books-r-us" /> 

	5
	title 
	<ExpAName name='title' eltype="author" elns="urn:com:books-r-us" /> 

	4
	name 
	<ExpAName name='name' eltype="author" elns="urn:com:books-r-us" /> 

	5
	book 
	<ExpEType type="book" ns="urn:com:books-r-us" /> 

	5
	title 
	<ExpAName name='title' eltype="book" elns="urn:com:books-r-us" /> 

	5
	price 
	<ExpAName name='price' eltype="book" elns="urn:com:books-r-us" /> 


<!-- 1 --> <RESERVATION xmlns:HTML="http://www.w3.org/TR/REC-html40">
<!-- 2 --> <NAME HTML:CLASS="largeSansSerif">Layman, A</NAME>
<!-- 3 --> <SEAT CLASS="Y" HTML:CLASS="largeMonotype">33B</SEAT>
<!-- 4 --> <HTML:A HREF='/cgi-bin/ResStatus'>Check Status</HTML:A>
<!-- 5 --> <DEPARTURE>1997-05-24T07:55:00+1</DEPARTURE></RESERVATION>

	1
	RESERVATION 
	<ExpEType type="RESERVATION" /> 

	2
	NAME 
	<ExpEType type="NAME" /> 

	2
	HTML:CLASS 
	<ExpAName name="CLASS" ns="http://www.w3.org/TR/REC-html40" /> 

	3
	SEAT 
	<ExpEType type="SEAT" /> 

	3
	CLASS 
	<ExpAName name="CLASS" eltype="SEAT" /> 

	3
	HTML:CLASS 
	<ExpAName name="CLASS" ns="http://www.w3.org/TR/REC-html40" /> 

	4
	HTML:A 
	<ExpEType type="A" ns="http://www.w3.org/TR/REC-html40" /> 

	4
	HREF 
	<ExpAName name="HREF" eltype="A" elns="http://www.w3.org/TR/REC-html40" /> 

	5
	DEPARTURE 
	<ExpEType type="DEPARTURE" /> 


A.4
展開された属性名の一意性　本体5.2で示した制約は，ある要素の二つの属性が等価な展開名をもつことはない（すなわち，属性及び値の対が一致することはない。）ことを要求することによって容易に実装できる。
附属書B（参考）　W3CのNamespaces in XML勧告作成貢献者
この附属書は，本体及び附属書に関連する事柄を補足するもので，規定の一部ではない。

XML名前空間の作業は，非常に多くの人々からの入力を反映したものである。これには，特に，W3C XML作業グループ及び特定関係者グループのメンバ，並びにW3Cメタデータ活動の参加者が含まれる。MicrosoftのCharles Frankstonの貢献は，特に貴重であった。

附属書C（規定）　引用規定

IETF RFC 2141, URN Syntax, 1997-5 
参考
このIETF RFCはhttp://www.ietf.org/rfc/rfc2141.txtから入手可能である。


IETF RFC 2396, Uniform Resource Identifiers (URI): Generic Syntax, 1998-08
備考
TS X 0097:2004 統一資源識別子(URI)共通構文が，このIETF RFCに一致している。

参考
このIETF RFCはhttp://www.ietf.org/rfc/rfc2396.txtから入手可能である。

JIS X 4159:2005 拡張可能なマーク付け言語(XML)1.0

備考
W3C勧告，Extensible Markup Language (XML) 1.0 (Third Edition)，2004年2月4日が，この規格に一致している。

参考
このW3C勧告はhttp://www.w3.org/TR/2004/REC-xml-20040204から入手可能である。
JIS X 4158：2005

XML名前空間
解　説
この解説は，本体及び附属書に規定･記載した事柄，参考に記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので，規格の一部ではない｡
この解説は，財団法人日本規格協会が編集･発行するものであり，この解説に関する問合せは，財団法人日本規格協会へお願いします｡
1.
制定の趣旨　XML(JIS X 4159)を使って文書等の記述を行なうためには，タグセットを用意する必要がある。既存のタグセットから，他のタグセットを呼び出すことができれば，タグセットの設計が容易になる。XML名前空間は，この要求に応えるためにWorld Wide Web Consortium(W3C)によって開発されたXML関連規定の一つであり，XML文書中で使う要素又は属性名を，特定の名前空間に結びつけることによって修飾するための方法を規定し，タグセットの混在を可能にする。
このXML名前空間の機能はXMLの普及を促進し，その結果，多くのXML応用規定がXML名前空間を引用することになり，XML名前空間をJISとして制定することへの要求が高まった。
2.
制定の経緯　XML名前空間は，1999年1月にW3C勧告として制定された。(財)日本規格協会　情報技術標準化研究センター(INSTAC)の高速Webにおける標準化に関する調査研究委員会は，その作業グループ(WG3)のXML特別作業グループ(XML-SWG)において，XML名前空間の調査研究を行って，標準情報(TR)によるXMLの公表の必要性を提言した。
XML特別作業グループ(XML-SWG)は，通商産業省工業技術院(当時)からの委託を受けて1999年度の活動として，XML名前空間の翻訳及び標準情報(TR)原案作成を行った。原案は1999年8月に工業技術院に提出され，TR X 0023:1999として公表された。
XML名前空間は，標準情報(TR)の公表を経て国内でも広く普及し，充分に安定した規定内容となったことが確認されたため，JISとして制定することが強く求められるようになった。そこでINSTACのXML適用関連に関する標準化調査研究委員会はその2004年度の活動の中で，XML名前空間のJISとしての制定を提案するとともに，作業グループ WG1 SWG-Xによって，2005年4月までのW3CのErrataを反映したJIS原案作成を行った。その作業に際しては，TR X 0023とともに参考文献[1]などを参照している。JIS原案は，2005年3月に完成し，経済産業省産業技術環境局に申し出された。
3.
審議中の主要検討課題　
3.1
訳語　訳語選定に際しては，XMLを規定しているJIS X 4159及びSGML関連規格において使用している訳語との整合を配慮した。この規格で採用した主な訳語を解説表1に示す。
解説表 1　主な訳語
	原語
	訳語

	markup vocabulary 
	マーク付け語い（彙）

	collision
	衝突

	namespace 
	名前空間

	namespace constraint 
	名前空間制約 

	base URI
	基底URI

	prefix scoping 
	接頭辞の有効範囲 

	persistence 
	永続性

	namespace binding
	名前空間束縛

	prose description 
	自然言語の記述

	traditional
	従来の

	partition 
	区画

	expanded 
	展開された

	global 
	大域的

	default namespace
	無接頭辞時名前空間

	qualify
	修飾する

	qualified name
	修飾された名前


3.1
章・節構成　W3Cの規定は，必ずしもJISの様式には整合していないため，変更が必要である。しかし本規格の読者が原規定を参照する際の便を考慮すると，章・節構成はなるべく原規定のそれを保存することが望まれる。そこで，次に示すだけの修正(章・節番号の変更なし)を施して，本規格の原案とした。
 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
原勧告の冒頭部分(Version, Editors, Status of this documentなど)をまとめて，“原勧告の標題及びまえがき”として“まえがき”に記述する。
 LISTNUM lista\l 1  )
“Abstract”を“0. 適用範囲”とする。
 LISTNUM lista\l 1  )
“0. 適用範囲”の前に，“序文”を追加する。
 LISTNUM lista\l 1  )
附属書の後に，“解説”を追加する。
4.
参考文献　
[1] どら猫本舗，XMLネームスペース，http://www.doraneko.org/xml/namespace/namespace.html

5.
原案作成委員会　この規格を作成した(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)のXML適用関連に関する標準化調査研究委員会及び作業グループ WG1 SWG-Xの委員構成を，それぞれ解説表2，解説表3に示す。
解説表 2　XML適用関連に関する標準化調査調査委員会
	
	氏名
	所属

	(委員長)
	小柳 義夫
	東京大学 

	(幹事) 
	大野 邦夫
	株式会社ジャストシステム 

	(委員) 
	今村 誠
	三菱電機株式会社 

	
	浦野 昇
	株式会社富士通プライムソフトテクノロジ 

	
	岡部 恵造
	株式会社サンブリッジソリューションズ 

	
	加藤 博之
	株式会社NTTデータ 

	
	菊田 昌弘
	株式会社シナジー・インキュベート 

	
	小町 祐史
	SC34国内委員長,パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	
	瀬戸 和吉
	経済産業省産業技術環境局

	
	三分一 信之
	株式会社日立システムアンドサービス 

	
	杉山 高弘
	日本電気株式会社 

	
	深見 拓史
	株式会社廣済堂 

	
	湯浦 克彦
	株式会社日立製作所 

	
	渡辺 榮一
	XBRL Japan，株式会社東京商工リサーチ 

	(経済省)
	堀坂 和秀
	経済産業省産業技術環境局 

	(事務局)
	山中 正幸
	財団法人日本規格協会 


解説表 3　作業グループ WG1 SWG-X

	
	氏名
	所属

	(主査)
	小町 祐史
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社

	(幹事)
	内山 光一
	株式会社東芝

	(委員)
	村田 真
	国際大学研究所

	
	川俣 晶
	株式会社ピーデー

	
	黒川 利明
	株式会社CSK 

	
	内藤 求
	株式会社シナジー・インキュベート

	
	野口 高成
	ネクストソリューション株式会社

	
	堀坂 和秀
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	山中 正幸 
	財団法人日本規格協会 




	








	




	
	

	
	



	
	



	














































�及び　ではないですか？


�強調する場合は空白で挟むのではなく“”で挟むか太字文字としてください。


�W3C勧告ではないですか？


�ほかに適切な語はありませんか？


�これはどんな意味をもちますか？


�この語は適切ですか？他のＪＩＳとの並びは大丈夫でしょうか？


�他に適当な表現はありませんか？


�他に適切な表現はないですか？


�他に適切な表願はないですか？


�他に適切な表現はないですか？


�適切な表現ですか？


�‘’の使用は正しいですか？


�この規定は，違和感を感じますが・・・


�どういう意味ですか？それはこの表現で適切に表されていますか？


�どういう意味ですか？それはこの表現で適切に表されていますか？


�この表現は適切ですか？


�問い合わせ　が原則ですが、情報系での一般用語ですか？





（2）
（3）

